
日
本
伝
統
俳
句
協
会
・
関
東
支
部 

 
 

千
葉
部
会
俳
句
会
の
ご
案
内 

  

青
葉
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
御
清
吟
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

昨
年
度
は
、
成
田
山
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
関
東
支
部
大
会
に
お
力
添
え
下
さ
り
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
元
号
も
改
ま
り
ま
し
た
今
年
度
よ
り
、
千
葉
部
会
は
部
会
長
・
前
北
か
お
る
、
副
部

会
長
・
抜
井
諒
一
、
総
務
・
小
川
笙
力
、
顧
問
・
佳
田
翡
翠
の
新
し
い
体
制
で
運
営
し
て
参
り

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
助
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
新
体
制
に
な
り
ま
し
て
第
一
回
目
の
千
葉
部
会
俳
句
会
は
、
左
記
の
通
り
成
田
山
新

勝
寺
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

御
多
忙
の
中
、
皆
様
方
に
は
何
卒
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
下
さ
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 

記 

  
 
 

日 

時 
 

令
和
元
年
十
月
十
九
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

投
句
締
切
十
三
時
（
受
付
開
始 

十
二
時
） 

 
 
 

会 

場 
 

成
田
山
新
勝
寺
・
信
徒
会
館
二
階 

 
 
 

交 

通 
 

Ｊ
Ｒ
ま
た
は
京
成
電
鉄
「
成
田
駅
」
下
車
徒
歩
十
分 

 
 
 

吟 

行 
 

総
門
→
仁
王
門
→
大
本
堂
→
成
田
山
公
園
へ
は
右
手
坂
を
上
る
。 

池
を
巡
っ
て
一
周
し
大
塔
→
光
明
堂
→
奥
の
院
（
額
堂
）
→
釈
迦
堂
を
経 

て
本
堂
左
手
か
ら
再
び
宝
前
広
場
に
も
ど
る
。（
コ
ー
ス
例
・
約
五
十
分
） 

 
 

 
 
 

投 

句 
 

五
句
（
嘱
目
・
当
季
雑
詠
） 

 
 
 

会 

費 
 

千
五
百
円 

 
 
 

選 

者 
 

坊
城
俊
樹 

佳
田
翡
翠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
） 

 

※
当
日
各
先
生
の
特
選
第
一
席
ご
入
選
の
方
に
は
、
先
生
ご
揮
毫
の
色
紙
を
進
呈
し
ま
す
。 

※
成
田
山
公
園
へ
は
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
直
接
乗
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
大
本
堂
へ
は
総
門
左
の
光
輪
閣
奥
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
昇
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
お
問
合
せ
先
＝
０
９
０
―
４
３
６
３
―
３
５
０
１
（
千
葉
部
会
・
前
北
） 


